第3回　環境政策ワークショップ　「生物多様性」　追加調査　

テーマ『生物多様性の指標の必要性』　　　　　　　　　作成者　新出雄亮

1 課題・問題点
「生物多様性について正しく認識し政策を行うに向けて、何かしら数値化された指標が必要ではないか？」

→指標が存在しないため、生物多様性に関する具体的な政策をつくることができないと考えられる

2 調査項目

「生物多様性に関して数値化された指標は存在するか？→Ⅰ存在する場合どのように利用されているか？→Ⅱ」

③　調査結果

Ⅰ　存在する
Ⅱ　利用はされているが、まだ開発途中であると言える
・イギリスでの利用
－野生生物の状況（＝生物多様性）を調べる指標としてコウモリと冬に飛来する水鳥の個数を利用している
· 日本政府の生物多様性の指標開発

→2008年に生物多様性総合評価検討委員会を設置され日本における生物多様性の指標について専門家を交えて議論されている（現在も継続中）
　
・農業分野での指標開発
「農業に有用な生物多様性の指標及び評価手法の開発」農林水産省

· 森林分野での指標開発
「農林水産業の生物多様性指標の開発について」生物多様性森林総合調査研究所
3 まとめ
・生物多様性の普及のためにも明確な指標が必要である
しかし、

· 生物多様性の評価にどのような指標をどれだけ使用すべきか現時点ではまだ決定しきれていない→温暖化問題におけるＣＯ２のように単一な指標を用いることは難しい
そのため、

· 指標を複数にする、また国別に指標を変更するなど様々な考えがある
→生物多様性の指標設定についてはさらなる研究、議論の必要性がある

④提案、意見
· 具体的な生物多様性に関わる政策の制定に向け、有効な生物多様性の指標を定められるよう政府、有識者の研究、開発に期待する
· ただし指標設定を急ぐあまり安易な案で妥協しないように願う
· 行政だけではなく企業や一般市民も巻き込んだ議論が必要である
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